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1.  平成24年3月期第1四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第1四半期 6,643 0.7 377 △48.9 381 △48.2 233 △38.6

23年3月期第1四半期 6,599 87.0 738 ― 736 ― 380 ―

（注）包括利益 24年3月期第1四半期 232百万円 （△34.9％） 23年3月期第1四半期 357百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第1四半期 18.18 ―

23年3月期第1四半期 29.63 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第1四半期 21,038 11,980 56.9
23年3月期 21,208 12,230 57.7

（参考） 自己資本   24年3月期第1四半期  11,980百万円 23年3月期  12,230百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 39.00 39.00
24年3月期 ―

24年3月期（予想） 0.00 ― 39.00 39.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 13,100 △0.7 810 △37.2 840 △34.8 510 △27.9 39.72
通期 26,800 3.8 1,950 △12.4 2,000 △10.6 1,220 △2.5 95.02



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料「２．サマリー情報（その他）に関する事項」の「（４）会計方針の変更・会計上の見積りの変更」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取 
引法に基づく四半期報告書のレビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化
等により、上記予想数値と異なる場合があります。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  有

③ 会計上の見積りの変更   ：  有

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期1Q 12,840,000 株 23年3月期 12,840,000 株

② 期末自己株式数 24年3月期1Q 716 株 23年3月期 642 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期1Q 12,839,292 株 23年3月期1Q 12,839,408 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

① 業績結果 

(a) 売上高 

 東日本大震災の影響による需要の落ち込みがあったものの、スマートフォンやタブレット型携帯端末の需要拡

大を背景とした半導体製造装置関連および液晶製造装置関連や、新興国向けの工作機械関連など、一部では好調

な動きが見られました。その結果、売上高は、前年同期間比で同水準となり、ほぼ計画どおりの推移となりまし

た。 

(b) 営業利益 

 経費削減による収益力の改善効果はありましたが、以下の理由による一過性損益の影響で、営業利益は前年同

期間比大幅減となりました。 

 前年同期間では、商品（・原材料）の評価方法を後入先出法から総平均法に変更したことにより2億5千6百万円

の利益増要因がありました。一方、当第１四半期連結累計期間には、適格退職年金制度から確定給付企業年金制

度への移行に伴う支給要件の変更により、1億2千7百万円の利益がありました。しかし、製品加工により発生した

端材在庫をより実態の反映した評価にする会計処理を導入したことにより、2億9千万円の評価損が発生し、差し

引き1億6千3百万円の利益減要因がありました。 

 なお、いずれも当連結会計年度のみに発生する一過性のものであり、当社グループの収益力には影響を及ぼし

ません。またキャッシュフローへの影響もありません。 

(c) 経常利益 

 (b)と同理由により、経常利益は前年同期間比で大幅な減少となりました。 

  

 以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高66億4千3百万円（前年同期間比0.7％増）、営業利益

は3億7千7百万円（前年同期間比48.9％減）、経常利益3億8千1百万円（前年同期間比48.2％減）、四半期純利益

〔累計〕は2億3千3百万円（前年同期間比38.6％減）となりました。 

  

当第１四半期連結累計期間（自 平成23年4月１日 至 平成23年6月30日） 

 早期黒字化が課題でありました中国事業においては、中国の需要拡大と経費削減効果等もあり、当第１四半期連

結累計期間では黒字となりました。 

  

② 当社を取り巻く環境 

 当社グループ業績に影響度の高い半導体製造装置業界および液晶製造装置業界、工作機械業界、事務機器業界、

自動車関連業界は、東日本大震災による甚大な被害および電力供給の制限、サプライチェーンの寸断等により生産

活動が一時的に悪化しました。半導体製造装置業界および液晶製造装置業界、工作機械業界では早い段階で回復が

見られましたが、その他の業界についてもサプライチェーンの復旧が進むに従い、徐々に生産活動に回復の動きが

広がってきました。 

 一方、非鉄金属の市況は、アルミ地金がトン当たり期初の25万円から６月は24万８千円に、銅地金はトン当たり

期初の83万円から６月は77万円と共に下落しました。しかし、ステンレス鋼板はトン当たり期初の34万５千円から

６月は35万５千円と上昇しました。これら非鉄金属の市況は、当社グループの売上高および売上原価等に影響を及

ぼすものでありますが、当第１四半期連結累計期間においては、小幅な市況変動にとどまりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 資産、負債及び純資産の状況 

 当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、210億3千8百万円と、対前連結会計年度末比で△0.8％、1億7千万円

減少しました。 

 流動資産は、149億1千5百万円と、対前連結会計年度末比で△0.9％、1億3千7百万円減少しました。主な増加要

因は売上高増加に伴う受取手形及び売掛金の増加4億7千8百万円、主な減少要因は、納税・配当支払による現金及

び預金の減少5億3千万円、商品の減少7千8百万円です。 

 固定資産は、61億2千2百万円と、対前連結会計年度末比で△0.5％、3千3百万円減少しました。主な減少要因

は、減価償却費の計上により有形固定資産が9千2百万円減少したことです。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

セグメント 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

日本 百万円6,354 百万円347 百万円366 百万円218

中国 百万円288 百万円28 百万円13 百万円13



 負債合計は、90億5千7百万円と、対前連結会計年度末比で0.9％、7千8百万円増加しました。主な増加要因は、

仕入高の増加に伴う支払手形及び買掛金の増加が7億8千4百万円、主な減少要因は、未払法人税等の減少が6億3千9

百万円です。 

 純資産は、119億8千万円と、対前連結会計年度末比で△2.0％、2億4千9百万円減少しました。主な減少要因は、

配当の支払により、利益剰余金が2億4千9百万円減少したことです。 

 以上の結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の57.7%から56.9%となりました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成24年３月期の連結業績予想につきましては、平成23年５月11日に公表した業績予想から変更ございません。



（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

  

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有な会計処理の適用 

 税金費用については、当第１四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対する税効

果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算してお

ります。 

  

  

（３）連結子会社の事業年度等に関する事項の変更  

 従来から、連結子会社である上海白銅精密材料有限公司については、決算日が12月31日であり、連結決算日と

の差異が３ヶ月あります。しかし、短期間であるため四半期財務諸表の作成にあたっては、上海白銅精密材料有

限公司の３月31日現在の四半期財務諸表に基づき連結を行っていました。その後、上海白銅精密材料有限公司に

おいて決算早期化に対応した仮決算のための社内体制が整備されてきました。そこで、当第１四半期連結会計期

間より、白銅株式会社の決算日と連結子会社の会計基準日を統一して連結する方法に変更しております。 

 当該変更に伴い、四半期連結損益計算書においては、上海白銅精密材料有限公司の平成23年４月１日から６月

30日の３ヶ月分を反映しております。また、平成23年１月１日から３月31日の３ヶ月分の上海白銅精密材料有限

公司純資産の変動6,230千円については、四半期連結貸借対照表の「利益剰余金」に反映しております。 

  

  

（４）会計方針の変更・会計上の見積りの変更 

 商品（・原材料）の評価方法は、従来、新しい材料（新材）及び切断後に残った材料（端材）を一括管理し同

一の用途として使用していたことから、新材と端材を一体として評価する方法を採用していました。しかし、当

連結会計年度より新材と端材を区分管理する方法に変更しております。 

 この変更により、端材の有効利用及び新材使用の効率向上が実現しつつあります。これは、新材管理システム

の導入等を機に棚卸管理基準を改訂し、新材、端材の在庫重量区分管理を徹底し、商品毎の販売回転期間のモニ

タリングを行う体制を整備したことによるものであります。当該変更に伴い、端材については、一定の販売回転

期間を超過した在庫についてスクラップ市場における売却可能性を考慮して帳簿価格を評価するよう変更しまし

た。この結果、帳簿価格を評価する方法を採用する会計上の見積りの変更を行っており、会計方針の変更とあわ

せて将来にわたり適用します。 

 この変更により、従来の方法と比べて、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ2億9千

万円減少しております。 

  

  

（５）追加情報 

（退職給付制度の変更） 

 平成23年４月１日に退職給付制度の改定により、適格退職年金制度から確定給付企業年金制度及び確定拠出年金

制度へ移行しました。この退職給付制度移行に関する会計処理については、「退職給付制度間の移行等に関する会

計処理」（企業会計基準適用指針第１号 平成14年１月31日）を適用しております。 

  

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用） 

 当第１四半期連結会計期間の期首以後に行なわれる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更

及び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。 

  

２．サマリー情報（その他）に関する事項



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,594,315 4,063,658

受取手形及び売掛金 7,113,832 7,592,792

商品及び製品 3,295,164 3,216,307

貯蔵品 18,773 16,230

その他 41,649 37,047

貸倒引当金 △10,850 △10,277

流動資産合計 15,052,884 14,915,759

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 6,622,836 6,627,279

減価償却累計額 △4,391,438 △4,445,048

建物及び構築物（純額） 2,231,398 2,182,231

機械装置及び運搬具 2,539,732 2,558,898

減価償却累計額 △1,482,193 △1,540,611

機械装置及び運搬具（純額） 1,057,539 1,018,286

土地 1,856,423 1,856,423

その他 505,931 507,157

減価償却累計額 △449,360 △454,586

その他（純額） 56,570 52,571

有形固定資産合計 5,201,933 5,109,512

無形固定資産 275,422 275,978

投資その他の資産   

投資有価証券 410,614 395,409

繰延税金資産 83,225 89,374

その他 184,654 251,987

投資その他の資産合計 678,493 736,771

固定資産合計 6,155,849 6,122,263

資産合計 21,208,734 21,038,022



（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 7,315,918 8,100,549

未払法人税等 792,572 153,451

繰延税金負債 56,794 59,970

役員賞与引当金 50,000 59,285

未払費用 440,807 408,323

その他 210,044 195,611

流動負債合計 8,866,137 8,977,191

固定負債   

退職給付引当金 30,056 －

その他 82,144 80,144

固定負債合計 112,200 80,144

負債合計 8,978,337 9,057,336

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,000,000 1,000,000

資本剰余金 621,397 621,397

利益剰余金 10,623,410 10,374,275

自己株式 △756 △818

株主資本合計 12,244,051 11,994,854

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 71,802 62,462

為替換算調整勘定 △85,457 △76,630

その他の包括利益累計額合計 △13,654 △14,168

純資産合計 12,230,396 11,980,686

負債純資産合計 21,208,734 21,038,022



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

売上高 6,599,594 6,643,465

売上原価 5,049,057 5,636,804

売上総利益 1,550,537 1,006,661

販売費及び一般管理費 812,272 629,590

営業利益 738,264 377,071

営業外収益   

受取利息 168 571

受取配当金 6,596 6,603

不動産賃貸料 15,300 15,300

その他 769 1,457

営業外収益合計 22,834 23,932

営業外費用   

支払利息 3,011 248

不動産賃貸費用 3,072 3,041

支払手数料 773 598

為替差損 16,976 15,200

その他 884 235

営業外費用合計 24,718 19,324

経常利益 736,381 381,679

特別利益   

役員賞与引当金戻入額 8,125 －

特別利益合計 8,125 －

特別損失   

投資有価証券評価損 51,565 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 28,623 －

特別損失合計 80,188 －

税金等調整前四半期純利益 664,317 381,679

法人税等 283,928 148,256

少数株主損益調整前四半期純利益 380,389 233,423

四半期純利益 380,389 233,423



（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 380,389 233,423

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △37,077 △9,340

為替換算調整勘定 14,224 8,827

その他の包括利益合計 △22,853 △513

四半期包括利益 357,536 232,910

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 357,536 232,910

少数株主に係る四半期包括利益 － －



 該当事項はありません。  

  

  

四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係 

 当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、下記のとおりです。 

  

  

該当事項はありません。  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）注記事項

  

前第１四半期連結累計期間 

（自 平成22年４月１日 

 至 平成22年６月30日）  

当第１四半期連結累計期間 

（自 平成23年４月１日 

 至 平成23年６月30日）  

減価償却費（千円）  140,597  127,964

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記



  

（１）生産実績 

該当事項はありません。 

   

（２）受注状況 

   該当事項はありません。 

  

（３）販売の状況 

 当第１四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年６月30日）の販売実績を品目ごとに示すと、次

のとおりであります。  

（注）１．総販売実績に対する販売実績の割合が100分の10以上の相手先はありません。 

   ２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。  

  

４．補足情報

品目  
金額 

（千円） 

前年同期比 

（％） 

アルミ  4,508,633  ＋0.3

伸銅  960,815  ＋7.5

ステンレス  903,926  △2.4

特殊鋼  123,855  ＋14.6

その他  146,233  △17.4

合計  6,643,465  ＋0.7
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